
“新穂地区 地域づくりの理

念（案）”は、地域づくりは

「何のために行うのか」とい

う根本的な目的として位置

づけられます。

回

覧 お問合せ先：新穂行政サービスセンター

電話0259-22-3111

（担当：土屋（一）、川上、土屋（嘉））

第３回新穂地域づくり懇談会では、集落長との意見交換会で出た55件の意見や第１回から第２回

懇談会で出た195件の意見を参考に「新穂地区 地域づくりの理念（案）」の見直しを行いました。

述べ85名の参加者の新穂に寄せる熱い想いを理念(案)としてまとめ、今後はこれらを念頭に議論

を進めることになりました。

子どもから高齢者まで集い

喜びと感動が共有できる

楽しい地域にしたい

農・商・工が元気で賑わいのある地域にしたい

集落や世代・性別の枠を超えて

地域住民が連携・協力する地域

にしたい

住む喜びと誇りを抱き

人と地域が輝く新穂をみんなでつくる

個性豊かな歴史・文化を

住民が誇れる地域にしたい

地域ぐるみで人を育て支えあい

年齢や性別、障がいに関係なく誰

もが健康でいきいきと暮らすこ

とのできる地域にしたい

いつまでもトキと共生できる

地域にしたい



●子どもの姿がたくさんある地域

●まつり（山王まつり、夏まつり、

夕映え市等）に人が多く集まっ

てにぎやかな地域

●ホコテンイベントができる地域

●伝統芸能の計画的な公開を

中核とした人的交流の活発な

地域

●伝統芸能が大人から子どもに

伝えるしくみができあがってい

る地域

●山王祭の賑わいが戻る地域

●川の水がきれい、星がきれい、

田んぼがきれいな自然豊かな

地域

●里山で子どもが遊べるような

自然がある地域

●トキとの共生が日常的に継続

する地域

「新穂地区 地域づくりの理念（案）」をもとに新穂地区の将来像につ

いて意見を出し合いました。将来像は、「子供たちに見せたい将来の新

穂の姿」「今の世代がみんなで取り組むことで実現できること」を視点に、

将来この地域は、「○○になっているだろう」という状況を想定して話し

合い、６８件の意見を出してもらいました。

●近所の子どもに自分の子、孫の

ような気持ちで声をかけられる

地域

●防災システムが確立され、お年

寄りや子ども等の弱者が安心

して生活できる地域

●健康寿命が長い地域

●農業作物で一大産業（ブランド、

販売、流通、等）である地域

●トキ以外にも多くの自然を折り

込んだ観光名所がある地域

●商店街で住民が語らえる地域

●若者、女性の声が反映される

地域

●集落間の連携による生活向上

の推進が図られる地域

●地域住民が保育園・学校運営

に参画できる地域

自分たちの地域は自分たちで守る

３～５年後、○○だったらいいな～

まとめるのは大変だ・・

○○のような地域になっています

賑わい ・・・ 婚活イベントをやり子どもを増やす。夕映え市は、南線を通行止めにして歩行者天国にする。

歴史文化・誇り ・・・ 鬼太鼓のプロ化。山王祭で神輿の担ぎ手を募集して賑わいを復活させる。

産業 ・・・ 都市圏等を狙って農業の担い手情報をネットで配信していく。自然食品や山菜などの販売。

島外からの農林水産業体験や鬼太鼓などの郷土芸能体験の受入。

次回の４回懇談会では、地域づくりの理念や将来像等を踏まえ、具体策について話し合います。


